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大阪Ⅰゾンタクラブ

第64回　国際ゾンタ世界大会
── 念願の日本開催近づく！──

開催期間　2018年６月29日（金）~７月３日（火）

会場　パシフィコ横浜（横浜市）

　今後の任期の１年間、会員を増やし、委員会活動
を活発化し、会員相互のコミュニケーションを密に
し、クラブの活性化を図ることが私の悲願です。
　どうぞ皆様お力をおかし下さいませ。そして一緒に
ゾンタライフをエンジョイしましょう。
　横浜での国際大会も次第に近づいてきています。
日本がホストとなる国際大会を経験する機会は今後
まず得られないことと思われます。その国際大会を
支えるのは、各クラブであり一人一人のメンバーであ
ります。
　お互いに手を携え協力し、成功させましょう。
　よろしくお願いします。

　2016～2018年の会長をお受けしまして11ヶ月の月
日が流れました。
　前回（2000～2002年）と大きく変わった点は、メー
ルやインターネット等電子媒体による通信手段で、と
ても迅速に詳細に次 と々連絡が入ることで、この点で
前回の会長としての経験はあまり役立たず、新人のよ
うな境地です。
　また月に１回の例会の限られた時間内では、情報
の伝達に追われ、クラブ運営の根幹をなす会員相互
のコミュニケーションが十分に取れていないのではな
いかと案じ、また残念にも思っています。
　しかし、ともかくも11ヶ月の間、何とか運営出来て
きましたのは、役員はじめ会員各位の皆様のご協力
のお陰で、深く感謝しているところです。

　2014年にアメリカ・フロリダ州オーランドで開催され

た「第62回国際ゾンタ世界大会」において「第64回は日

本・横浜市」と採択されました。2016年フランス・ニー

スでの第63回大会では日本メンバーで「WELCOME 

YOKOHAMA」とPRし、多くの激励をいただきまし

た。以来、大会会長　ソニア・ホーミック・ショウ様

（スウェーデン）、大会委員長

　三宅定子様・山本蒔子様の

もと、日本の魅力を十分に堪

能していただき、有意義な会

にと準備が進められています。

　私はこの度、横浜大会スポンサーシップ委員を拝命

いたしました。日本で初めての歴史的な世界大会が、

おもてなしの心で成功裡に収められますようにと協賛

金、協賛品を集めることとなり、エリア３担当者して

各クラブに説明とお願いに廻っています。最初は正直

いって少し気が重かったのですが、訪れたクラブの皆

様が、「大変なお仕事ね。頑張ってね」と優しいお言葉

で協力してくださるのでホッとし感謝しています。大阪

Ⅰゾンタクラブの皆様もぜひ横浜大会に参加して国際

的なゾンタの活動を目の当たりにいたしましょう。また

重ねてご支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。

横浜大会 スポンサーシップ委員

上田 恵子

会 長　行岡 陽子
クラブの活性化を図るために
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・大阪府女性基金
・大阪市女性基金
・東日本大震災復興支援岩手県山田町
　「ゾンタハウス」活動支援
・社会福祉法人四恩学園
・大阪特別支援教育振興会
・NPO法人 性暴力救援センター大阪SACHICO
・毎日新聞大阪社会事業団
・認定NPO法人　国連ウィメン日本協会
・国際ゾンタ財団
 （アメリア・イアハート基金、ローズ基金、国際奉仕基金）

　未曾有の災害をもたらした東日本大震災から６年。「TSUNAMI ヴァイオリンプロジェクト」（一般財団法人
Classic for Japan主管）を実施しました。同プロジェクトは、東日本大震災の被災者支援のために、弦楽器製
作者の中澤宗幸氏が津波でがれきとなった流木や“奇跡の一本松”の一部を魂柱として使用し製作したヴァイオ
リン２丁を、世界中のヴァイオリニストが奏で継ぐことで復興への思いを繋げていこうといったものです。
　約500名の参加者は、TSUNAMI ヴァイオリンの美しい音色に酔いしれるとともに、それぞれに当時の衝撃、
その後の復興状況のことなどに思いを馳せました。

〜流木から生まれたヴァイオリンを千人が奏で継ぐコンサート〜
司会・進行／副会長　大西 治代

　その出会いは、昨年大阪・枚方市での482回目の演
奏を聴いた事に始まります。私はこれまでもいろんな演
奏会を拝聴しておりますが、このTSUNAMIヴァイオリ
ンの醸し出す音色には心震え、表現し難い衝撃を覚えま
した。そのストーリーが持つ意味合いが前提にあったに
せよ、胸を打つ感動はかつてないものでした。と、同時
にこのヴァイオリンの存在をもっと多くの方々に知ってほ
しいとの気持ちも湧き上がりました。
　新年度第一回目の企画委員会で提案し、数度の会合
の後、今年度のイベントに決定しましたが、そこからの
道程は決して平坦ではありませんでした。今迄の講演中
心のイベント内容とは違うゆえのご懸念、また協賛広告
の募集も初めての事案でもありで、一進一退の感がござ
いました。

　しかしながら、日を追うごとに
企画委員のご理解も深まり、力強
いご協力もいただいて、499回目
の演奏会の蓋を開けてみれば、皆
様のご覧の通りでございました。
◦再び３.11を思い起こさせて
　もらって良かった
◦選曲が素晴らしかった
◦『花は咲く』の全員合唱が良かった
◦感動した　◦大盛況
等々、有難いお言葉を数多く頂きました。
　委員会一丸となって、大阪ⅠＺＣの新たな一面をお目
にかける事が出来て幸いでした。ご協力ありがとうござ
いました。

実行委員長　税所 凉子

開会の挨拶をする
行岡 陽子 会長

閉会の言葉を述べる
税所 凉子 実行委員長

予定曲の演奏終了後、中務和美会員（写真左）の指揮のもと、
TSUNAMIヴァイオリンの音色に乗せて、復興支援ソング『花は咲く』
を会場全員で斉唱。悲しみと追悼の気持ちを寄り添わせました。

▲プログラム

▲チケット

▼

チラシ

当日用意した「大阪Ⅰゾンタ
クラブ」活動支援募金箱に
も、たくさんの方がご寄付
くださいました。

大阪府知事から感謝状をいただきました。
贈呈者：大阪府府民文化部男女参画・府民協働課
　　　  課長 長澤研一氏

大阪Ⅰゾンタクラブ ゾンタローズデイ チャリティーイベント
ヴァイオリニスト

ピアニスト

伊藤 真理子さん

安積 京子さん

日時：2017年３月２日（木） 12：30～14：30
会場：リーガロイヤルホテル大阪 ２階　山楽の間

【演奏曲目】
エルガー：愛の挨拶／グノー：アベ・マリア
クライスラー：美しきロスマリン
モンティ：チャルダッシュ
ショパン：ノクターン第２番（ピアノソロ）
ベードーヴェン：ピアノとヴァイオリンのためのソナタ
　　　　　　　第５番『春』

　TSUNAMIヴァイオリンの演奏前に、当時の
津波や、その被害状況、救援活動の様子を映
像で紹介するとともに「TSUNAMIヴァイオリ
ン」誕生の経緯について解説いただきました。

寄付贈呈式
本日の収益金は９団体（下記）に贈呈しました。

「流木から甦ったヴァイオリン」
講師　命をつなぐ木

こ

魂
だま

の会 代表  又川 俊三 氏

最年長・辻 恵美子会員と
最年少・田中 恵美会員
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2016-2017年度  各委員会メンバー・委員会報告

奉仕・アドボカシー委員会

奉仕委員会
　委員長　　六島雅子
　副委員長　上田恵子
アドボカシー委員会
　委員長　　上田恵子
　副委員長　六島雅子
　委　員　　�伊藤幸子・上嶋泰子・大西治代・川田喜代子 

田村和子・辻恵美子・東村眞理子・行岡久美子

●2016年　9月28日　委員会開催　出席者：５名／今年度の奉仕・アド
ボカシーについて互いに意見を述べ合い知識を共有した。

●2017年　1月28日　京都にて開催された26地区アドボカシー・奉仕合
同委員会に上田委員長、六島委員長が出席、大阪Ⅰの活動を
報告。

　　　　�2月16日　委員会開催　出席者：８名／推薦奉仕先を検討、
準備作業を確認。（寄付先への連絡、熨斗袋等）

　　　　��3月2日　ゾンタローズデイイベント会場にて奉仕先に寄贈。

会員委員会

委員長　　倉斗秀子
副委員長　永井隆子
委　員　　�伊藤幸子・小松美佐子・中務和美 

早川住江・藤井次子・行岡久美子

●2016年　11月17日　第１回委員会開催　出席者：７名
　　　　�26地区からのクラブ増強計画の提出要請を受け、検討した。

●2017年　4月20日　第２回委員会開催
　　　　　会員増強計画について

　　　　�会員の高齢化に伴い大阪Ⅰゾンタクラブの会員減少が免れな
い状況になってきています。会員一人一人が危機感を持って
いただき、ご協力をお願いしたいと思います。

企画・親睦委員会

委員長　　税所凉子
副委員長　大西治代
委　員　　�後藤安子・小松美佐子・田中恵美・早川住江 

福味真樹紅・藤井次子・六島雅子

●2016年　�6月16日　第１回委員会／今年度のチャリティーイベント及
び移動例会についての案を持ち寄り、話し合い

　　　　�7月28日　第２回／第１回時の詳細検討　チャリティーイベ
ントは「千の音色でつなぐ絆」に決定

　　　　�10月6日　第３回／移動例会　行先決定
　　　　�11月17日  第４回／移動例会　京都山科 岩屋寺・大石神社

見学後、京都ホテルオークラにて例会
　　　　�12月15日  第５回／チャリティーイベント詳細打ち合わせ

●2017年　�1月19日　第６回／大阪ⅡＺＣとの新年合同例会サポート
　　　　�2月13日　第７回／リーガロイヤルホテルとチャリティーイ

ベントの打ち合わせ
　　　　�3月2 日　 第８回／チャリティーイベント「千の音色でつな

ぐ絆」開催

広報・ホームページ委員会

委員長　　福味真樹紅
副委員長　東村眞理子
委　員　　�上田恵子・金戸光子・税所凉子 

田中恵美・中務和美・永井隆子 
仁科一江

●2016年　7月21日　委員会開催
　　　　�ホームページに例会やイベントの報告文・画像

をアップすることとし、毎回の委員の担当制と
する。会報誌No.69を5月発行とする。

　　　　�9月20日　第２回委員会開催　ホームページ
内容確認、修正箇所確認（どりむ社）

●2017年　2月　通信会議／委員メンバーで会報の内容
について相互メールで打ち合わせ。

　　　　�3月16日　第３回広報委員会／会報発行まで
のスケジュール・掲載内容確認

　　　　�4月20日　会報編集委員会開催

国連・国際委員会

委員長　　中務和美
副委員長　上嶋泰子
委　員　　�金戸光子・川田喜代子・倉斗秀子 

後藤安子・田村和子・辻恵美子 
仁科一江

●2016年　6月17日　17時～　第一回委員会 開催
　　　　　出席　上嶋・倉斗・田村・中務・行岡会長
　　　　　欠席　仁科・辻・金戸・川田・後藤

【議題】
◦国連ウィメン日本協会の宅本便寄付実行を

例会で提案する。（例会での賛同を得て７
月例会で詳細を説明することに）

◦国連ウィメン日本協会関係の卓話を計画す
る。

◦クリスマスカードを復活させる（係り　田村）
　　　　�７月例会　宅本便寄付の詳細を説明、会員に

パンフレットを配布
　　　　�９月10日　宅本便寄付を実行
　　　　�宅本19箱を寄贈　内訳：中務７箱、上田・上

嶋・大西・田中・税所・田村・仁科・倉斗・東
村・永井・行岡久美子・行岡陽子　各１箱

　　　　�11月11日  国連ウィメン日本協会より宅本便寄
付に関して感謝状を受け取る。寄付金額は　
2, 611円

　　　　�11月例会　クリスマスカードを作成、姉妹クラ
ブに送付。

●2017年　3月例会　国際奉仕週間のイベントに参加の要
請が国際会長よりあったことを報告。ただし今
年度は期日が迫っていたため参加は不可で
あった。

　　　　�４月例会　国連ウィメン日本協会に大阪Ⅰゾン
タクラブより10, 000円を寄付することを提案し、
クラブの承認を得て会計より振り込む。

2017 －2018 年度　役員および地区役員

会 　 　 長
副  会  長
会 　 　 計
記 録 書 記
通 信 書 記
理 　 　 事
会 計 監 査
26地区ヒストリアン

行岡 陽子
大西 治代
田中 恵美
福味 真樹紅
上田 恵子
税所 凉子・六島 雅子
藤井 次子・早川 住江
上田 恵子

通信書記　上田 恵子

会計監査　早川 住江

会計　早川 住江

会計監査　倉斗 秀子

会計　田中 恵美

通信書記　永井 隆子

　２回目の通信書記を務めさせていただくことになり
ました。奉仕の心と元気が取り柄で頑張ります。皆様
のご協力よろしくお願いいたします。

　今期の会計としてまだ監査を受けておりませんの
で、監査を受ける立場を体験してそれを踏まえて、次
に繋いでいきたいと思います。

　「会計？無理・むり・ムリ……」と数字にめっぽう
弱い私は思わず拒絶反応が出たのですが、クラブ会員
の義務として一度は負うべき責任なのかと半ばあきら
めの心境で、『１年間の辛抱……』とお引き受けいた
しました。
　ゾンタクラブの活動上、通常会計とは別に奉仕会計
があり、その上、特別会計も加わって出納が３か所に
亘っているのが、注意のしどころでしょうか。無事監
査終了を願いつつ。

　２年の任期で、今年度の会計監査を残しています。
　ゾンタの理念を忘れる事なく、クラブの財政に真摯
に取り組み、更なる社会貢献を目指してクラブが運営
されますように心から願っております。

　昨年度に入会させていただき、まだまだわからない
ことも多い中、このようなお役をいただきたいへん恐
縮しておりますと同時に、ゾンシャンの一員としてクラ
ブへ尽力させていただけますことを今からとても楽し
みにしております。はじめてのことで皆さまのお力を
お借りすることと思いますが、少しでもお役に立てま
すよう努めてまいりますのでどうぞあたたかく見守っ
てください。皆さまよろしくお願い申し上げます！

　通信書記として、例会への出欠を確認する手段とし
て、メール、ファックス、手紙がありますが、大阪Ⅰ
ZCの場合、13、10、１の割合です。できましたら、す
べて、メールで、連絡できる日がくることを望んでお
りましたが、昨年７月より、LINEを利用するようにな
り、現在、11人が利用しています。LINEは、会員同士
の連絡のツールとして、大変便利で、有用ですので、
携帯電話を持っておられる方は、できるだけ、LINEに
入っていただきたく、お願いいたします。私も、初め
困っていたこのお役が、最近では、楽しく感じられる
ようになりました。後ひと月ですが、会員の皆さまのご
協力に感謝しながら、無事に終えたいと思います。

役員就任ごあいさつ

役員退任ごあいさつ
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新入会員のことば

活動報告　2016年５月～ 2017年４月

日付 活動 参加者 議題 場所

2016年

５月12日（木） 理事会 ◦５月例会に向けての準備 （株）どりむ社

５月19日（木） 例会 14 名

◦次期会費納入について

◦エリアミーティングについての連絡

◦卓話： 和田桐山氏（陶芸家）

　「焼き物の世界における写すという事

　 そしてオリジナリティを求めて」

リーガロイヤルホテル

６月2日（木） 理事会
◦新旧役員引き継ぎ

◦新入会員２名報告
リーガロイヤルホテル

６月16日（木） 例会 18名

◦国際ゾンタ財団へクラブより寄付承認

◦新入会員２名承認、入会セレモニー

◦26 地区エリア３エリアミーティング出席報告

◦国連・国際委員会提案（本・CD・ゲームソフトを集め、売却し

得た金額 を国際に寄付）： 承認

リーガロイヤルホテル

７月14日（木） 理事会 ◦企画・親睦委員会提案を受けイベントを検討 （株）どりむ社

７月21日（木） 例会 15名

◦今期のチャリティーイベント「東日本大震災の流木を使って作ら

れたヴァイオリンのコンサート」を開催： 承認

◦第63回国際ゾンタ世界大会（ニース）参加報告

◦2015年度会計報告・監査報告・委員会報告

リーガロイヤルホテル

９月1日（木） 理事会 ◦年間スケジュール検討 （株）どりむ社

９月15日（木） 例会 15名
◦2016年度クラブ予算承認

◦企画・親睦委員会より年間スケジュール案報告
リーガロイヤルホテル

10月6日（木） 理事会 ◦予算検討、各委員会提案・審議 （株）どりむ社

10月20日（木） 例会 15名

◦各委員会報告

◦横浜大会に関する当クラブのコンベンション委員は上田恵子さんに。

◦ゴールデンZクラブについて検討

◦会員卓話： 後藤安子会員

　「EMECS（閉鎖性海域環境保全）会議に出席して」

リーガロイヤルホテル

11月10日（木） 理事会 ◦チャリティーイベントスケジュール等について （株）どりむ社

11月17日（木）
移動

例会
16名

◦赤穂浪士ゆかりの山科の山寺

「岩屋寺」「大石神社」

◦チャリティーイベントについて

◦国連・国際委員会　会員より寄贈の本を

宅本便19箱分2,611円寄付との報告

岩屋寺・大石神社参拝

（山科）

京都ホテルオークラ

「入舟」

第９回　税所 凉子さん

田中 恵美〜輝き続ける女性をクローズアップ！〜

　今回、インタビューさせていただいたのは、一般書籍や教育図書などの企画、編集、
出版を行っている「株式会社どりむ社」の創始者で、長らく代表取締役社長を務められ、
息子様に社長をゆずられてからは会長の、税所凉子会員を訪問させていただき、いろい
ろインタビューさせていただきました。
　大阪Ⅰゾンタクラブには、2004年に入会され、会計、副会長、会長を歴任、現在も理
事、企画・親睦委員長を引き受けてくださり、活躍されています。
　また、大阪Ⅰゾンタクラブの事務所もどりむ社のビルの一階においていただき、理事
会、各種委員会なども、ここで行っております。税所委員は、大変幅広い視野をお持ち
の上に、親しみやすいキャラクター、くだけて言えば、親分肌。また、先見性にも優れ、
お話をお聞きしていて、過去のことより、常に将来こうなるかもしれないという見通しをす
ぐ言われまして、この点で、何か異色のゾンタ会員、頼れる人生の先輩というイメージが
浮かびます。
　ボランティア活動としては、ゾンタクラブ以外に、ノーベル賞の湯川博士の奥様、湯川
スミ様がはじめられた「世界連邦運動協会」の京都・大阪府支部長を長らく務めておら
れ、各地の小学校にゆき、平和授業を子供たちに説く「出前平和授業」を長年続けてお
られます。そして、このような幅広いご活躍にたいして、「感謝状」がいっぱい届いており
まして、事務所の壁には、所狭しとおかれています。
　どりむ社を設立したきっかけは、女性の細やかな気配りや感性が「編集」という仕事に
大きく活かせるのではないかと直感し、「女性がいきいきと働ける会社をつくろう」と思い
たったのがきっかけだったそうで、現在、社員は女性が50名、内正社員30名が勤務、
活躍されておられます。
　税所会員は、ゾンタクラブの「女性の地位向上」を実践されている優秀な会長、と感
心いたしました。これからも、ますますのご活躍を期待して、インタビューを終えました。

（インタビュアー  永井 隆子）

　このたび大阪Ⅰゾンタクラブへ入会いたしました田中恵美です。化粧品の販売
会社を運営しておりまして、プライベートでは３歳になる女の子の母です。
　女性として、母として、社会人として、そして何より人として、振る舞いや考え
方など諸先輩方をお手本にさまざま勉強させていただきたいと思っております。
皆さまのご指導ご鞭撻を賜りながら、ゾンシャンの一員として日々成長を心がけ
積み重ねてまいりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

鹿児島県出身・吹田市在住
株式会社どりむ社 代表取締役会長

ゾンタ歴　１３年

〔平成29年3月31日実施〕
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　この度カラー版にリニューアルいたしま
した。画像も鮮やかになり、原稿も広報委
員を中心にクラブのメンバーの寄稿により
作成いたしましたので、ホームページと合
わせ、クラブの活動をより詳しくご覧いた
だけたら幸いです。

（広報・ホームページ委員長　福味 真樹紅）

2017年５月18日発行　第69号（1980年９月創刊）　発行人：行岡 陽子

発行：大阪Ⅰゾンタクラブ　〒530-0045　大阪市北区天神西町8-17　テンマセントラルビル１F

　　　　　　　　　　　　　TEL 06-6313-8006（株）どりむ社内

日付 活動 参加者 議題 場所

12月1日（木） 理事会

◦イベントチケット、チラシ検討　協賛名刺広告募集へ。

◦会員手帳発行について

◦12月例会サイレントオークション検討

◦11月移動例会の会計報告

（株）どりむ社

12月15日（木） 例会 15名

◦チャリティーイベントチケット配布

◦サイレントオークション・クリスマスソング　他

◦１月28日　26地区合同の奉仕・アドボカシー委員会開催の連絡

リーガロイヤルホテル

2017年

１月12日（木）

理事会 ◦合同例会役割分担 （株）どりむ社

合同

例会

大阪Ⅰ
16 名

　
大阪Ⅱ
12名

◦大阪ⅡZCと合同例会

　卓話： 佐々木正子氏

　（京都嵯峨芸術大学教授）

　「日本絵画を読み解く」

ホテルニューオータニ

「花外楼」

２月２日（木） 理事会 ◦チャリティーイベントについて （株）どりむ社

２月16日（木） 例会 13名
◦合同例会報告

◦次期役員選出のための指名委員選出（選挙）
リーガロイヤルホテル

２月23日（木） 理事会 ◦チャリティーイベント詳細打ち合わせ （株）どりむ社

３月２日（木） イベント
◦ゾンタローズデイチャリティーイベント開催

　「千の音色でつなぐ絆　～ TSUNAMIヴァイオリンコンサート」

リーガロイヤルホテル

「山楽の間」

３月16日（木） 例会 14名

◦指名委員会報告、審議、承認

◦チャリティーイベント報告

◦横浜大会協賛金について

◦会員卓話： 仁科一江会員「お花見あれこれ」

リーガロイヤルホテル

４月６日（木） 理事会 ◦４月例会に向けての準備 （株）どりむ社

４月20日（木） 例会 15名

◦内規委員会報告　継続審議

◦次年度例会費振り込み案内

◦会報誌５月例会で配布郵送の案内

◦チャリティーイベント会計報告

◦卓話： 「ドイツとイタリアの風を大阪へ」

　野崎陽子氏（デュッセルドルフⅡZCチャーターメンバー）

リーガロイヤルホテル

５月11日（木） 理事会

◦内規委員会報告の検討

◦次年度例会費入金状況の報告

◦「大阪Ⅰゾンタクラブ会報」原稿の検討

（株）どりむ社

http://osaka1-zonta.com

◦最新の活動
◦例会だより
など
随時更新しておりますので、
ご覧ください。

大阪Ⅰゾンタクラブホームページのご案内

大阪１ゾンタクラブ


